
「社会保障・税一体改革」をやめさせ、応能負担で社会保障の拡充を！ 

ほっかいどうの社会保障 
２０１２年５月２３日  北海道社会保障推進協議会 Tel:011-758-2648  FAX:758-4666 

 

改悪阻止し充実へ 6/9 道社保協総会までに 50 万の署名を 
６/2 アピール行動は 500 人、6.23 全国集会に 250 人以上の参加を   

 いよいよ、社会保障大改悪と消費税増税の法案審議がはじ

まりました。5 月 18 日に行われた道社保協運営委員会では、

「一体改悪」を阻止し、社会保障を充実させるため、消費税

廃止各界連絡会や国民大運動実行委員会とも共同して、国会

審議が大詰めとなる６月までのとりくみを確認しました。 

マスコミなどでも報道され、道民の関心も高まっています。

改悪の内容と改善への展望も伝え、世論と運動で、政府・与

党や協力する野党に「一体改悪」を断念させましょう。      

（写真は 4.21 のパレードです） 

 

①6 月 2 日の「ＳＴＯＰ！消費税増税、『一体改革』許すな！いのちと暮らしを守るアピール行動」（宣伝・集

会・パレード）を 500 人以上で成功させましょう。（大通公園 13:00-14:30） 

②6 月 9 日の総会までに、中央社保協の署名をはじめ各団体が取り組んでいる社会保障関係署名を 50 万筆集

めましょう（現在集約分で 35 万筆です） 

③6 月 23 日の中央集会に北海道から 250 人以上参加させましょう  

（学習や各地での宣伝署名行動、国会議員などへの働きかけも。6 月 15 日【年金支給日】行動） 

 

「患者さんを守ることができない」  切実な実態を告発！  
 

道医労連が、労働局と北海道へ 大幅増員・勤務環境改善など要請 
 

5 月 15 日、北海道医労連は「大幅増員・勤務環境改善な

ど、安心でゆきとどいた看護を実現する施策の強化を求める

要請行動」を行い、北海道労働局や北海道との交渉。看護師

を中心に 40 人が参加しました。 

労働局には、昨年6月に厚労省などの５局長通知「看護師

等の『雇用の質』の向上のための取り組みについて」にもと

づき、これまでの企画委員会での検討内容、現状認識、問題

意識などの説明を求めました。また、12 年度の取り組み計画、道内全ての関係者への周知徹底、道医労連の

代表を加えることを求めました。 

【看護師さんの発言】 

回復期リハビリ病棟で２交替夜勤をし

て働いています。２，３歩、歩いたら転倒

するような認知症の患者さんや不眠の高

齢患者も多く、夜勤では夜中まで座ること

もできずに病棟を走り回ってナースコー

ルに対応しています。月４～５回の夜勤の

うち、文字通り飲まず食わずのときが月に

２回くらいはあり、朝に申し送りするとき

には声が枯れています。夜勤が明けてから

家に帰っても、疲れすぎと緊張が解けずに

いるため、なかなか眠ることもできませ

ん。長時間夜勤を改善しなければ患者さん

を守ることもできません 

北海道（医療政策局医療薬務課看護政策グループ）には、5局長通知にも示された課題について道の施策の

強化、労働局とも連携して道内全ての関係者に周知徹底、看護

職員確保法を改正し1人8日以内夜勤、夜勤後の時間外労働禁止

など、夜勤等に関する最低規制を法律本体に盛り込むように国

に要請、第7次需給計画の見直しなどを求めました。北海道の

担当者は、看護師不足の深刻さは認識しているとしつつも、「現

場の実態は持っていない、予算も、全体枠で削られる中、当局

も前年より削られている」との回答にとどまりました。 

参加者からは「16時間労働はムリ、2人の看護師では夜勤は

負担・ミスにつながる」「夜勤を減らすのは切望」「訪問看護

では夜中も2，3件呼ばれることがある。運転が不安、夜に女性

1人で訪問するのは不安だし危険、2人で行くには体制がなく、

新人も育てられない」「先日のバス事故のように、16時間の女

性の夜勤の働き方は当たり前のような考え方は危険。改めない

とならない」など、地方の医療実態、地域特有の切実な状況な

ども伝え、改善を求めました。（道医労連ＦＡＸニュースより） 


